
幕
別
町
議
会
が
「
幕
別
町
平
和

非
核
宣
言
」
を
決
議
し
て
か
ら
、

来
年
は
30
年
の
節
目
の
年
と
な
る
。
宣

言
は
、
幸
せ
な
町
民
生
活
を
守
る
た
め

に
、
戦
争
の
な
い
恒
久
平
和
と
核
兵
器

の
全
面
禁
止
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
宣
言
の
30
周
年
に
当
た
り
、
町

長
に
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
求
め
る
。

(1)
恒
久
平
和
に
反
す
る
「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
」
や
、
核
兵
器
と
同
じ

脅
威
を
も
た
ら
す
「
原
発
」
の
廃
止
の

立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

(2)
２
０
１
５
年
は
国
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核

不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
が
開
か
れ

る
。
「
宣
言
」
を
し
て
い
る
町
に
ふ
さ

わ
し
い
積
極
的
対
応
を
求
め
る
。

(3)
「
宣
言
」
30
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、

「
恒
久
平
和
」
「
核
兵
器
の
全
面
禁
止
」

を
町
民
と
共
有
で
き
る
記
念
の
取
り
組

み
を
。

(1)
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に

つ
い
て
は
、
外
交
関
係
を
処
理
す
る
こ

と
は
内
閣
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
町
長

と
し
て
個
人
的
な
見
解
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
ま
た
、
原

発
廃
止
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
に

頼
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
足
で
き
る

よ
う
な
努
力
は
必
要
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
全
体
の
中
で
、
原
発
を
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
十
分
論
議
が
必
要
で
あ
る
。

(2)
町
は
こ
れ
ま
で
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
大
行
進
活
動
な
ど
の
民
間
レ
ベ
ル
の

活
動
に
対
し
て
支
援
し
て
き
た
。

　

今
後
も
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
啓
蒙
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
国
や
道
そ
し
て
平
和
首
長
会
議
の

活
動
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
と

思
い
を
共
有
し
、
平
和
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(3)
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
平
和
事
業

に
加
え
て
、
理
解
を
深
め
る
記
事
の
広

報
紙
へ
の
掲
載
や
小
中
学
生
へ
の
平
和

に
関
す
る
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
、

映
画
上
映
会
な
ど
、
平
成
27
年
に
向
け

て
、
現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

将
来
の
社
会
を
支
え
る
子
ど
も
の

教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
政
府
は
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。

　

次
の
点
に
思
い
切
っ
た
力
を
入
れ
、
豊

か
な
人
間
形
成
を
図
る
よ
う
求
め
た
い
。

(1)
「
30
～
35
人
以
下
学
級
」
実
現
の
努
力

を
図
る
こ
と
。

(2)
町
独
自
に
も
栄
養
教
諭
の
配
置
を
進
め

る
こ
と
。

(3)
学
校
図
書
館
充
実
の
た
め
、
専
任
・
専

門
・
正
規
の
学
校
司
書
を
置
く
よ
う
努
め

る
こ
と
。

(4)
非
正
規
職
員
の
正
規
化
に
努
め
る
こ
と
。

(1)
小
中
学
校
の
全
学
年
に
お

け
る
少
人
数
学
級
の
完
全
実
施
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
全
国
市
町
村
教
育
委

員
会
連
合
会
を
通
し
て
、
国
に
対
し
「
通

常
学
級
の
少
人
数
化
（
30
人
学
級
）
」

に
つ
い
て
、
要
望
を
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
に
強
く
要
望

し
た
い
。

(2)
平
成
25
年
度
か
ら
忠
類
小
学
校
に
配

置
し
た
が
、
幕
別
地
区
は
栄
養
教
諭
の

配
置
に
至
っ
て
い
な
い
。
平
成
28
年
度

に
任
用
替
え
に
よ
る
栄
養
教
諭
１
人
の

配
置
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
幕
別
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
衛
生
管
理
・
調
理
体

制
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

(3)
現
在
、
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
の

運
営
を
担
当
す
る
校
内
組
織
に
よ
る
図

書
の
選
定
・
収
集
や
読
書
活
動
の
指
導

を
は
じ
め
、
町
の
図
書
館
職
員
の
助
言
、

支
援
に
よ
る
学
校
図
書
館
の
書
架
の
整

理
や
蔵
書
の
配
置
換
え
を
行
う
な
ど
、

学
校
司
書
の
役
割
を
含
め
、
学
校
全
体

で
児
童
生
徒
の
読
書
意
欲
の
向
上
、
利

用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
面
は
現
行
の

取
り
組
み
を
見
定
め
て
い
き
た
い
。

(4)
町
費
の
臨
時
的
任
用
職
員
に
つ
い

て
、
支
援
を
必
要
な
児
童
生
徒
数
の
増

減
に
よ
り
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
数
の
増
減
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
事
務

補
助
員
に
つ
い
て
も
、
各
年
度
の
学
級

数
に
よ
っ
て
増
減
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
雇
用
形
態
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

答問
小
中
学
生
へ
の
平
和
に
関
す
る
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

の
募
集
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る

「
平
和
非
核
宣
言
」
30
年
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
の

取
り
組
み
を
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原爆パネル展の開催

増田　武夫
　　　　　　　議員
（日本共産党
　幕別町議員団）

問

教
育
長

答問
小
中
学
校
11
校
で
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
39
人
配
置
し
て
い
る

豊
か
な
人
間
形
成
の
た
め
学
校
教

育
の
充
実
を


